
※費用が明示されていないイベントは無料。※申込期限の記載がなければ前日まで。
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阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左　「ラコルタ」 へのアクセスコルタ吹田 検索

Newsletter　2017 年 3 月 1 日号

吹田市立
市民公益活動センター

○表紙：「Be Social」第3回・小畑 祥子さん
○中面：特集 /「地域力」が「防災力」
○うら：ラコルタの取り組み、講座・イベント

出会う→集う→育てる→実る
VOL.18

https://www.facebook.com/
kosodatebosai/

子育て防災
プロジェクト代表

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で

吹田市をより良いまちにするため、これらの活動を支援しています。

編　集

後　記

ニュースレター VOL.18 を読まれていかがでしたか？編集に関わっていると、地域

には、身近な困りごとを何とかしたいと思う人や、困っている人の力になりたいと思

う人達の温かい目とパワーを感じます。生きていくには、「人」「モノ」「金」どれも大切

だけど、その中でも「人」の力には無限の可能性がある気がしました。

THE ラコルタの取り組みを紹介します！

2016 年 12 月 13 日 ( 火 )

私たちが暮らす地域や社会の事を
他人事ではなく自分事にする。
そういった“ソーシャルな生き方”
の魅力をお伝えします。

第 3 回

小畑　祥子さん

薬物依存症の回復支援に取り組むフ

リーダムから谷口伊三美さんを講師

に迎え、アルコールやギャンブルも

含めた依存症問題についてお話しい

ただきました。依存症は意志の弱さ

が原因とされたり、一度でも薬物を

使用すると引き返せなくなるなどの

誤解や偏見があります。薬物の使用

を違法にしないことで、使用者が発

見しやすくなり、支援に繋げやすく

なったという海外の事例も紹介いた

だきました。依存症は、治療や支援の

対象であるという視点を社会の中で

広めていく必要がありそうです。

http://su ita-kouek i .org

ピックアップ

ラ

2016 年 12 月 8 日 ( 木 ) 2016 年 11 月 27 日 ( 日 )

地域資源を活用するゲームで交流 30名の方にご参加いただきました！ 福祉関係の方などにご参加いただきました

テーマカフェ

子どもの育ちを
社会で支える

産学官民交流会
―すいた de コミットー

依存症

定員を上回る 33 名が参加した今回

の交流会は、事業者や行政等、多様な

顔触れが揃いました。前半は、6 団体

が事業の協働を呼びかけるプレゼン

テーションを行い、後半は、吹田の未

来や協働について考えるカードゲー

ム「吹田版フューチャーゲームセン

ター」で交流しました。参加者から

は、「色々な活動・意見が聞けて良

かった。」「大勢の人が集まると大き

なエネルギーを生むのですね。」「産

学官民それぞれが抱えている課題に

ついて意見交換ができたらいいな。」

などの感想をいただきました。

最初に、ゆいぴあの山本館長から「子

どもの養育において、第一に責任が

あるのは保護者であるが、保護者だ

けに責任があるというのは大間違い

で、社会というチームで支えていく

必要がある。」とお話しいただきまし

た。その後、3 団体から事例発表があ

り、学習支援・キャリア教育・生活

支援など多様な支援のあり方につい

て学びました。参加者からは「子ども

の貧困に、どう関わっていくかを考

えられた。」「多面的な解決の可能性

を実感しました。」などの感想をいた

だきました。

いざという時に子どもを守る
ことができる災害に強い地域
づくりをめざし、被災体験を
伝える防災講座・子ども向け
ワークショップなどを中心と
した活動に取り組んでいる。

（岩城）

▼お申込み・お問い合わせはラコルタまで

3月8日(水)～18日（土）

関西初展示。 東日本大

震災で津波に流された写

真、数千枚を展示します。

●とき：開館時間内
●会場：千里ニュータウン
　　　  プラザ ２Ｆ・６Ｆ

津波・写真・
それから

遊ばなくなったおもちゃの

交換と､様々なワークショッ

プ体験。

今年で 5周年 ！

●とき：13:00～16:00　
●対象：子ども

南千里
かえっこ
バザール

今年度交付団体の取り組
み紹介と来年度補助金の
説明をします。

催しやカフェなど市民活
動やコミュニティの拠点と
しての公園の使い方を考
えます。

●とき：19:00～20:30　
●定員：先着20名

吹田市市民公益活動

促進･支援の

補助金説明会

●とき：10:00～12:00　

●定員：先着15名

コミュニティ
パーク

毎月違うテーマで。

テーマカフェ
3 月 25 日 ( 土 ) 3 月 31 日 ( 金 )

●3月12日（日）　　

●4月18日（火）

●5月17日（水）　 　　　

夜夜

昼

朝

やってみよう！
ボランティア体験！

はじめの一歩！ぷちボラ 市民公益活動入門講座

各定員
10名

毎月
開催

13:30～15:00

19:00～20:30

10:30～12:00

TEL：06-6155-3167 　  FAX：06-6833-9851  　 Eメール：info@suita-koueki.org 　

講

座
・
イ

ベ

ン

ト

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

3 月 19 日 ( 日 )

（一例）お掃除・小物作り・映画会アシスタント・喫茶・

お弁当作り・竹林整備・まち歩き・呈茶（ていちゃ）など。

ボランティア経験のない方でも気軽に参加できます。

単発・短時間で体験してみませんか？

「ぷちボラ」「市民公益活動入門講座」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

興味がある方・もっと
理解を深めたい方など。

テーマカフェ

母
親
目
線
で
伝
え
る

被
災
体
験
と
防
災

母
親
目
線
で
伝
え
る

被
災
体
験
と
防
災

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
後
、
当
時

１
歳
の
娘
と
大
阪
に
一
時
避
難
し
ま
し

た
。
被
災
地
で
の
生
活
と
ギ
ャ
ッ
プ
を

感
じ
な
が
ら
、
離
れ
て
い
て
も
何
か
し

た
い
と
思
い
、
支
援
物
資
を
届
け
る
団

体
の
事
務
作
業
を
手
伝
い
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
吹
田
市
内
で
活
動
す
る

復
興
支
援
団
体
か
ら
、
被
災
体
験
を

語
っ
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
ら
れ
た
の

が
、
今
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

講
演
会
で
は
、
家
族
を
守
る
た
め
に
備

え
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
経
験

談
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
被
災

体
験
を
話
す
こ
と
に
は
精
神
的
な
負

担
が
あ
り
ま
す
が
、
子
育
て
世
代
の
方

に
話
す
中
で
た
く
さ
ん
の
方
が
共
感
し

て
く
だ
さ
り
、
最
近
少
し
ず
つ
活
動
が

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

講
演
活
動
を
通
し
て

防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ
親
が
、
今
は
守

ら
れ
る
存
在
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
防

災
の
必
要
性
を
伝
え
る
、そ
ん
な
家
庭

が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
防
災
の

専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
被
災
体

験
の
あ
る
当
事
者
と
し
て
母
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
今
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

離
れ
て
い
て
も
何
か
し
た
か
っ
た

共
感
し
て
く
れ
る
人
が
い
る

専
門
家
で
は
な
く
、母
親
と
し
て

さちこおばた

※
年

４
回

発
行

（
3

月
･
6

月
･
9

月
･
1

2
月

）
　



集特 　　「防災」とは、災害を未然に防ぐ「被害抑止」や、被害の拡大を防ぐ「被害軽減」など、広く災害対策の意味で用
いられることが多いです。災害による被害をできるだけ少なくするためには、一人ひとりが自ら取り組む「自助
」、地域や身近にいる人同士が助け合って取り組む「共助」、国や地方公共団体などが取り組む「公助」　があり、
それぞれの対策が必要になってきます。
　　とりわけ、「自助」「共助」によるソフトパワーは、今後さらに重要性が増すといえます。　
　　そのことから、地域防災力の向上のきっかけとなることを願い、本特集では、未来に起こり得る災害に向け、
｢自分たちの命は自分たちで守ること（自助）｣を前提に、「災害にも強い福祉コミュニティづくり
（共助）」にむけた取り組みに注目してみました。

ラコルタの

ココに注目
本号は

！
･ ･ ･ ･ ･

「地域力」が「防災力」
普 段 の 生 活 に 防 災 の 観 点 を

「自分たちの地域は自分たちで守る」

　地域住民の協力・連携により結成。

地域福祉活動を通じた

「ゆるやかなつながり」づくり

「消防庁」発行の “自主防災組織の手引き”より

　　吹田市における災害時の共助を促進するシステムのひと

つとして、吹田市社会福祉協議会の呼びかけで、「吹田災害

支援ネットワーク」をラコルタや吹田青年会議所などの市内

の団体が世話人となって昨年度に立ち上げました。

　　平時から互いの活動をよく知り顔の見える関係を作るこ

とや、普段からの地域福祉活動を通した「ゆるやかなつなが

り」の強みを生かすことと同時に、この「ゆるやかなつなが

り」がまた、今すぐにでも備えることのできる災害対策であ

ることを、市民に伝えていきたいと考えています。

　　さらに、市民公益活動団体が

災害時に他機関とどう協働し

て、どのような役割を果たす

ことができるのかなどについ

ても、これから具体的な検討を

重ねていきたいと思います。

　　市民協働学習センターで

は、ひとつのテーマに基づき、

学識経験者の講義の後、塾生

による分析や研究を行う講座

を開催しています。

　　2016年のテーマは「市民の

自主防災」。それぞれが住んでいる地域を見つめ直し、課題解

決のために必要なことを話し合いました。研究の成果とし

て「避難所知恵袋集（リーフレット）」を作成しています。入手を

希望する方は､文化スポーツ推進室（06‐6384‐1305）まで。

吹田災害支援
ネットワーク

知らないまちで被災し

た時、障がい者・子ど

も・土地勘のない人達

などと一緒に助かるに

はどうしたらよいか？

福祉系ハイパーユニッ

ト「アロハーズ　　」

と地域団体が一緒に他者の目線でまちを見直すきっかけづ

くりをしています。単なるまち歩きではなく、いざという

時の避難経路は本当に大丈夫なのか？災害発生後 1 時間で

どのような行動をとれるのか？地元の人も一緒に生活視点

を取り入れながら、実施までのプロセスを重視した新しい

プログラムです。

子育て中の母親たちが

立ち上げた家族を守る

ための防災を学ぶ『子

育て防災college』。

いざという時に役に立

つ知識やスキルを学

び、実践に役立てることをめざしています。クイズや防災

グッズの使用実演・災害現場に派遣された災害レスキュー

ナースの生の声や東日本大震災での被災経験談などから学

べるようになっています。知っているのと知らないのとで

はいざという時に大きく違います。親世代だけでなく子ど

も世代に防災意識や知識を伝えていくことを目標に、来年

度も継続開催を予定しています。

市民目線の

避難所知恵袋集

様々な角度から取り組む
防災活動

共 助共 助
公 助公 助

地域や身近にいる人
同士の助け合い

国や地方公共団体
などの取り組み

自主防災組織

インタビュー

「防災士　の

市 民 協 働 学 習 セ ン タ ー

　　　　　「子育て防災college」は､ 『子育て防災プロジェクト』と『スマイル
ママ防災部』による共同企画です。

　　　　　福祉系ハイパーユニット「アロハーズ」とは、（特活）日常生活支援ネ
ットワーク パーティ・パーティと大阪ボランティア協会や大阪市社会福祉
協議会、障がい者団体の有志で結成したチームです。

まちなか被災シミュレーション

子育て防災 college

▲次回はあなたのまちで！梅田地下編の様子

▲成果の発表の様子

▲第 2回の様子

▲講座の様子

段ボールで

間仕切り

づくり

防災倉庫

ツアー

　　吹田市内の小学校区単位では、23地区（2017年1月現

在）で自主防災組織が結成されており、その中の1つ、五月が

丘地区防災委員会       の大川正樹さんにお話を伺いました。

　　五月が丘地区では、地域の様々な団体が集まる場（連絡協

議会）をつくっていることで、団体同士の連携が図られてお

り、それぞれの活動も活発です。

　　毎年11月には、総合防災訓練（2016年度は250名参加）

を実施しており、昨年は、ゲームアプリ「ポケモンＧＯ」の流

行をヒントに、まち中でＡＥＤや公衆電話を探すというユ

ニークな訓練も行われました。

　　また、どんと祭りの時に炊き出

し訓練を行うなど、他の活動に上

手く防災の要素を取り入れてい

ます。

　　そんな中、継続した取り組みの

中で、見えてくる課題もあります。

以前、防災委員にアンケートを

とったところ、災害発生時すぐに集まれる人は少ないことが

わかりました。働いている世代も多く、防災委員も被災者の

1人だということです。誰もが対応できるよう災害対策本部

マニュアルの作成も進めていますが、日頃の意識と備えを一

人ひとりが持っていてほしいと話してくれました。

非
常
食

食
べ
て
み
て
ね

自主防災組織も防災活動だけを行うのではなく、地域のコミュニ

ティとして地域の様々な活動と防災活動を組み合わせること、同

時に消防団や地域の様々な団体と連携することが活動の活性化や

継続につながっていきます。つまり、普段からの地域での活動や連

携が防災活動にとって重要な要素であるということです。

自主防災組織の役割

自 助自 助
一人ひとりの
自らの取り組み

平
常
時

●防災知識の普及・啓発
●災害危険の把握
●防災訓練
●防災資機材等の備蓄及び管理

災
害
時

●情報の収集・伝達
●出火防止、初期消火
●救出・救護
●避難誘導、給食・給水

五月が丘地区の活動は、ブログでも発信されています。
「知っとこ!五月が丘連合自治会」　

■各地域の自主防災組織に関するお問い合わせは

危機管理室（06-6384-1753）まで

http://satsukiyoiyoi.blog.fc2.com/

（※1）

（※2）

（※1）　「五月が丘地区防災委員会」は、阪神 ・ 淡路大震災 （ 1995年 ）
の翌年3月に吹田市内でいち早く結成された自主防災組織です。

（※2）「防災士」とは、“自助”“共助”“協働”を原
則として、社会の様々な場で防災力を高める
活動が期待され、そのための十分な意識と一
定の知識・技能を修得したことを、特定非営利
活動法人 日本防災士機構が認証した人です。

  自助・共助の防災活動という考え方

は、阪神・淡路大震災以降、急速に広が

り、その中で、民間が自律的に防災に取

り組むシステムとして「防災士」が誕生

しました。防災の知識や技術を習得し、

研修を積んだ人が地域にいれば、自ず

とその地域の防災力は高まることにな

ります。ただ、防災活動は減災から復旧

まで幅広いので、先ず「防災士」の活動は、

地域住民や地域コミュニティに向けて、

減災につながるよう、日頃からの備えの

大切さを伝えることだと思っています。

  また、いざという時に備えて、地域の

自主防災組織と行政、要援護者と支援

にかかわる関係機関やボランティアな

どの連携を日常から図っておくのも、今

後の「防災士」の大きな役割と考えてい

ます。　　　　　　　　　 　(防災士　木村裕さん)

〈問い合わせ先〉子育て防災 college 事務局 

bosaicollege@gmail.com

カレッジ

＜連絡先＞ まちなか被災シミュレーション運営事務局

Facebook「まちなか被災シミュレーション」

役割とは」

（※3）

（※4）

（※3）

（※4）
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